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論文内容の』要旨

　日的

　本研究はネフローゼ症候群（以下NS）患者における

浮腫発現機序を検討するため，循環血漿量（以下PV）

およびRAA系などの各種体液量調節因子を測定しこ

れらの動態を中心に考察した．また，本症の半数以上

に認められた低アルドステロン（以下Aldo）症の機序

を明らかにする目的で浮腫期及びステロイド治療後の

非浮腫期における副腎皮質の反応性についての検討を

加えた．

　対象及び方法

　浮腫を伴うNS患者26例とコントロール7例（健常

成人4例，軽症糸球体腎炎3例）を対象とした．

　浮腫の程度を浮腫率として表し，浮腫率と1311－HSA

法または51Cr－RBC法によるPV値，血清アルブミン

（以下S－Alb）値，血漿レニン活性（以下PRA），血漿

アルドステロン濃度（以下PAC），心房性ナトリウム利

尿ペプチド（以下ANP）などの体液量調節因子との関

連を調べた．NS患者26例中9例ではステロイド療法

後の二二二期にも同様の検査を行い検討した．

　また，Aldo分泌刺激試験としてNS患者10例にアン

ジオテンシンII（以下AII）負荷試験を，7例にACTH

負荷試験を行った．

　結果及び考察

　①浮腫率とS－Alb値との間には負の相関性を認め

たが，S－Alb　2．Og／d1以下でも著明な浮腫を呈さない

症例が存在した．一方，浮腫率とPV値との間には相

関性がなく多くは正常域のPV値を示した，

　②PACは本症の約半数（14／26例）で2．Ong／dl以下

の低値を示した．また，RAA系は浮腫の時期により異

なり，増強期で四囲，持続期及び利尿期には抑制傾向

にあった．以上より浮腫形成の一時半にはRAA系の

関与が考えられたが，多くはoverflow説に当てはまる

型であった．

　③低PACを示したNS　4例に行ったAII負荷試

験に対してAldoは低反応を示した．同時にACTH負

荷試験にも無反応であったことより，これらの症例に

おける副腎皮質の不応性が明らかとなった．

　結論

　浮腫を伴うNS患者では浮腫率，　PV値に拘らず

RAA系は抑制されている例が多く，低PAC群では副

腎皮質の反応性の低下が明らかとなった．
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論　文　審　査　の　要　旨

　ネフローゼ症候群における浮腫の発現には，低アルブミン血症による循環血漿：量の減少がレニン・アンジオ

テンシン・アルドステロン（RAA）系を刺激し，水・Naの貯留を招くことを主因とする説が定着しているが，

反論も少なくなかった．

　本論文では，臨床例について，循環血漿量と’体液量に関する液性調節因子を病期に分けて検討し，次の結論

に到達した．①血清アルブミン値と浮腫の程度，循環血漿量とには相関が認められない，②RAA系は浮腫の

増悪期では充進ずるが，持続期および利尿期ではむしろ抑制傾向を宗す，③低アルドステロン血症を呈する例

では副腎皮質の反応性減弱が存在する．

　浮腫の成因を臨床例から明らかにした点で，学術的に価値のある論文である．
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